




















 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 養育院幾星霜之圖 ・ 山口晃 

 東京都健康長寿医療センターは、本年 6月、リニューアルオープンした。その玄関ホールに、山

口晃の近作、【養育院幾星霜之圖】が飾られている。本郷→神田→本所→大塚→板橋と移転を

繰り返した養育院の歴史をたどるとともに、現代の病院をユーモラスに描いている。鳥羽僧正の

鳥獣戯画と洛中洛外図屏風を現代風にアレンジしたような絵図で、今売れっ子の若手、山口晃

http://ja.m.wikipedia.org/wiki/の手になる。彼は上野の東京芸大美術学部卒業であるが、この場所

は、明治六年二月、上野の護国院の一部を買い取って、養育院の恒久施設が建てられた所であ

る。しかし、幕末・明治のオランダ医、ボードウインが、この一帯は公園や博物館に適していると

言ったため、既に出来ていた養育院は明治十二年に神田に追いやられ、立地予定の東大は本

郷に行き、公園、博物館、学校などになった。明治二十二年に、養育院の跡地は東京美術学校と

なっている。彼は、絵をかきながらこのことに気付いた様で、（いまの芸大あたり。建て増したりし

たが、博物館用地にするため追い出された）と絵の中に書きこんでいる。 

その山口が平成 25年度の小林秀雄賞を受賞した。優秀評論を対象とする賞であるが、著者

の日本美術史に関する初評論が授賞対象となった。題して【ヘンな日本美術史】。早速購入して

読んでみた。鳥獣戯画の 4層構造。雪舟の画家としての冒険。洛中洛外図屏風の空間処理など

について、斬新な見解を述べている。最終章に、「やがて悲しき明治画壇」と小題を付けて、いわ

ゆる近代日本美術史に登場する画家は割愛して、明治初期の画家、川鍋暁斎、月岡芳年、川村

清雄を取り上げている。川村清雄は「最初期の洋行帰りの画家としてのみ取り扱われているのを

惜しんで、その画業について述べている。

 

櫻園通信 6．平成 25年 10月 
東京都健康長寿医療センター 

養育院・渋沢記念コーナー 

連絡先：老年学情報センター 
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まったく偶然のことであるが、この川村清雄が書いた「大久保一翁」の油絵肖像画の写真を、センター2階の、「養育院・渋沢

記念コーナー」に掲げており、その奇縁に驚いた。

 

このコーナーの準備に、養育院の黎明期のことを勉強していて、いくつかのことに気付いた。そのひとつは、養育院の成立

に、大久保一翁が深く関与しているらしいことである。その調査のために、数年前にご子孫の大久保家を訪れたことがある。そ

の際、玄関先で私を出迎えてくれたのが、この、日本における最初期の油彩肖像画であった。その時の思いもあってこの原稿

を書いている。 この画家は、日本で最も早い時期に欧米に留学し、西洋画を修得した人である。元は幕臣の旗本で、明治元

年に徳川家と共に静岡に移住、明治四年に徳川家の給付生として渡米、

大久保一翁の助言もあり、その後パリ、ベネチアで十年間西洋画を学ん

だ。この間、大久保一翁や勝海舟の子息、徳川家達らと交流している。

帰国後は、大久保一翁、勝海舟の援助で画家として活躍した。 

  大久保一翁は、江戸幕末期に目付海防掛~蕃書調所総裁の時、七分

積金による西洋版小石川養生所の創設を提案している。しかし、幕末期

のごたごたで実現化せず、明治五年に東京府知事になって実現したの

が養育院と東京府病院である。その歴史が【養育院記念コーナー】の展

示パネルになっている。  その川村清雄の作品群の中に、大久保一翁

にたいしての感謝を込めた肖像画があるが、その写真が二階の【養育

院・渋沢記念コーナー】に掲げているものである。大久保一翁の肖像画

は、川村清雄による日本で最も早い時期の油絵の肖像画である。一翁

の子孫の家にある実物の写真を、お許しを得て展示している。なお、慶

応大学北里講堂に掲げられている福沢諭吉像も川村清雄による。一翁

は福沢諭吉の慶応義塾用地の確保に協力しており、そのお礼の手紙の

存在が知られている。養育院に絡む妙なご縁に驚いている。 （文責：稲松） 

【参考】 山口晃の作品群： 

今様遊楽圖（2000年）、何かを造ル圖（2001年）、胎内巡り圖（2004年）、歌謡ショウ圖（2004年）、東京圖 奨堕不楽乃段（2001年）、東京圖 

六本木昼圖（2002 年）、階段遊楽圖（2002 年）、百貨店圖 日本橋三越（2004 年）、東京圖 芝の大塔（2005 年）、成田国際空港 飛行機百

珍圖（2005年）、ラグランジュポイント（2006年、四季休息圖（2007年）、渡海文殊（2007年）、Tokio山水（2012年） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実は、明治５年訪日のアレクセイは

皇太子ではありません。 
 

当時、ロシアの皇太子は、第 2 皇子

アレクサンドル・アレクサンドロヴィチ・

ロマノフです。（長男ニコライは病死）。 

来日したアレクセイは四男で、皇太

子ではありません。 

皇太子ではなく、皇子または大公

（＝君子一門の男子）と呼ぶのが正し

い表現です。 

 
では、養育院は明治５年開設の

浮浪者収容施設から始まるとい

う説明はどうでしょう？ 

渋沢栄一の養育院長就任から

出発し、養育院前史をさかのぼっ

てみます。 

 

大久保一翁東京府知事が、東京の貧民の

救貧対策を営繕会議所に諮問。営繕会議

所は、病人・老人・浮浪児を保護する施設

の設置を含む「救貧三策」を答申。 

1879（明治 12）年 

1876（明治 9）年 

1872（明治 5）年 

明治政府は共有金（＝七分積金）を管理す

る組織「営繕会議所」設立。 

アレクセイ大公訪日直前に浮浪者を集めて収容。 

営繕会議所附属養育院と命名。 

1869（明治 2）年 
明治政府は、七分積金により貧民を収容する救育

所を三田・麹町・高輪に設置。しかし、逃亡者が相

次ぎ、費用の維持も困難で、明治 5 年に廃止。 

大久保一翁（忠寛）の 

「病幼院」プランは、 

養育院として実現。 

渋沢栄一に引き継がれた 

新・幼病院「養育院」。 

養育院開設から 7 年後、渋沢

栄一が養育院院長に就任。 

院長渋沢栄一は、東京府議会やマ

スコミの養育院廃止論（財政圧迫、惰

民養成）という逆風の中、院の存続に

奮闘。分院・専門施設を次々開設。91

歳で亡くなるまで、約 5０年間院長を務

め、養育院事業を拡大していった。 

養育院は、1872（明治 5）年にロシア皇

太子アレクセイが来日する直前、街中に乞

食等が俳徊するのを帝都の美観を損ねる

ものとし、外交上・治安上の理由で約 240

人の乞食・浮浪者を本郷の旧加賀藩邸に隔

離収容したことから始まる。 

渋沢栄一による 

養育院事業の展開 

大久保一翁（忠寛） 

櫻園通信 7．平成 25年 10月 
東京都健康長寿医療センター 

養育院・渋沢記念コーナー 

連絡先：老年学情報センター 

よく知られた 

養育院開設の一般的な説明。 

しかし・・・ 

明治５年当時の皇太子 

アレクサンドル 

 

明治５年訪日の 

アレクセイ 

ロシア革命で亡くなった、 

ロマノフ家最後の皇太子 

アレクセイ 

 

渋沢栄一、養育院事務長に就任 

養育院の事務長は院長に改称。この職

制改定で、渋沢栄一は養育院院長に。 



  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

明治維新 幕府の実質的最高位（会計総

裁 若年寄）であった大久保一翁が、江戸

の困窮者救援資金七分積金を含む幕府

の財産を明治政府に引き継ぐ。 

1864（元治元）年 
大久保忠寛、家督相続し、 

名を一翁と改める。 

1857（安政 4）年 
大久保忠寛（目付・海防掛・蕃書調所総裁）、平山敬忠の素案を加筆修正した、「病幼

院創立意見」を幕府に提出。しかし直後に忠寛は長崎奉行に任命されるも拒否。左遷さ

せられる。西洋の社会救済制度を参考にした病幼院プランは実現せず。 

1868（明治元）年 

幕府の中で大政奉還論（諸侯会議・公議

政体論）を唱えた大久保忠寛、幕末の混

乱の中で、左遷と登用を繰り返す。 

1863（文久 3）年 
大久保忠寛、屋敷を訪れた土佐浪人5人。そこで忠寛の

大政奉還論を聞かされ、深く感銘をうけた浪人が、坂本

龍馬。 

坂本龍馬は、大久保一翁の大開国論より「船中八策」を作成。西

郷隆盛らに大政奉還論を説く。船中八策を基にした山内容堂「大

政奉還建白書」により、将軍徳川慶喜大政奉還を朝廷に奏上。 1867（慶応 3） 

イエズス会士のイタリア人艾儒略(Giulio 

Aleni, 1582-1649)が編纂した世界地理書

「職方外紀」、明（中国）で刊行。 

 

職方外紀が日本に渡来。鎖国体制の中で禁書とされたが、西洋の知識に飢えていた人々は争って

本書を伝写し、蘭学者の間に、政治・学問・教育・福祉の理想形としての西洋観が広まる。ヨーロッパ

の社会救済制度を解説した記述にある「貧院」「幼院」「病院」という言葉は本書によって蘭学者の間

で使われるようになった。現代の日本で使われる「病院」という言葉はここから。 

 

1790（寛政 2）年 松平定信（老中）、江戸の貧窮者の保護資金積

立制度「七分積金」発足。 

 

1700 年ごろ？ 

幕末、大久保忠寛により「西洋式の

貧院・病院・幼院」の知識が、具体的

な新施設プランとして浮上。 

職方外紀により日本に伝わった西洋式の

貧窮者保護制度「貧院・病院・幼院」の知識 

大久保忠寛、 

一翁に改名。 

1623年 

 

幕末開港後、欧米諸国の重圧を感じる

幕府は、オランダ以外の各国語（とくに英

語）による洋学の必要にせまられた。洋学

の中心機関として蕃書調所が設置され、

外交担当官の養成・洋書翻訳・海外事情

の研究が盛んに。 

 

オランダ語による蘭学から、

英語をメインにした洋学へ 

徳川慶喜、静岡藩に蟄

居。静岡藩中老となった大

久保一翁、欧州帰りの渋

沢栄一を呼び静岡藩勘定

組頭に任命。 

1853（嘉永 6）年 

黒船来航 

大久保忠寛 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

櫻園通信 8．平成 26年 2月 
東京都健康長寿医療センター 

養育院・渋沢記念コーナー 

連絡先：老年学情報センター 

走路は崖上に直線部があり、区立大山公園の北端

部から半周して傾斜を下り、当時蛇行していた石神井

川を除けて低地に直線部を設けていました。 

１周1600mの楕円形の走路は、東上線のガード付近

から再び半周して傾斜面を先ほどの崖上に戻りまし

た。 

明治 45（1912）年発行、東京逓信管理局作成の「東

京市及び近傍町村番地入地図」に板橋競馬場が鮮明

に描かれています（図 1）。明治時代の終わりのころの

板橋町の姿を伝えています。 

大正 3(1914)年開通の東上鉄道（現 東武東上線）や

同年開院の養育院板橋分院（現 都立板橋看護専門

学校）は、まだありません。 

同図には、元禄 9（1696）年開設の千川上水と江戸

時代以来の小松屋横町道が描かれています。千川上

水は昭和 6（１９３１）年ごろに暗渠になるまで養育院の

敷地内を通過する清流でした。 

正門側の事務棟と北側の病棟の間に上水の清流が

流れ、医師・看護師は事務棟から屋根付きの橋を渡っ

て直接病棟に行くことができました。建物の外には別の

橋がありました。 

健康長寿医療センターの裏（北側）の崖沿いに、一方通行路があります。この通路にほぼ並行して、

敷地内にかつて板橋競馬場のトラック（走路）がありました。今は跡形もなく消えた幻の競馬場です。 

 

図 2 昭和 12年測図の地形図に、明治 42年測図の

板橋競馬場トラックのみを加筆 

 

小松屋横町道は板橋区仲宿の酒屋小松屋の脇道が名の由来と言われています。大正 12（1923）年、養育院本院が大

塚から移転してきたとき、院内病棟を東西に横切っていた小松屋横町道を裏の崖際に付け替えました。現在、小松屋横町

道は、板橋第一小学校前を通って大山公園に突き当たり、右（北）に迂回し、崖沿いを行き、東上線に出たところで再び昔

の小松屋横町道の踏切（第 17号踏切）に出ます。 

第 1図を改めてみると、競馬場の走路は小松屋横町道に近接し、ほぼ並行に走っています。つまり、走路は現在の一方

通行路と、旧小松屋横町道の間を走り抜けていたわけです。当時トラックの柵は目隠しは無いと思われるので、小松屋横

町道を歩く人のすぐ脇を競走馬が駆け抜けていたことになります。石神井川寄りの低地にあった馬見所でみるよりも余程

迫力があったことでしょう。 

健康長寿医療センターの敷地に 

板橋競馬場があった頃 

大沢鷹邇  養育院・渋沢記念コーナー維持ボランティア 

 

図 1 板橋競馬場を描いた明治 45年の地図 
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板橋競馬場については「久保田遺跡」発掘報告書に荒木正

彦氏が詳報しています。氏の記事を引用し・参考させて頂き、

以下にあらましを記します。 

日露戦争（1904-05 年）を通して日本の軍馬の不足、質の貧

弱さが指摘され、その対処法として競馬の有効性が説かれま

した。 

そこで明治 39（1906）年東京競馬場が池上を馬場として設

立されました。同年 11～12月に第 1 回のレースが開催され好

評を博しました。こうして 1～2年後には 200を超える倶楽部設

立の申請書が出願されました。板橋競馬場もこんな状況の中

での誕生です。明治 41（1908）年春の時点で、東京付近で馬

券を発売して開催された競馬は、東京競馬会（池上）、日本競

馬会（目黒）、京浜競馬倶楽部（川崎）、日本レース倶楽部（横

浜）、そして東京ジョッケー倶楽部（板橋）の 5か所でした。 

東京ジョッケー倶楽部には、明治 40年 8月に設立の認可が

下りていましたが、馬場工事の遅れで開催できず、翌年に順

延となりました（図 3）。板橋競馬場第 1回は明治 41年 3月 28

日から 4 日間開催されました。内 3 日間が雨天となり、馬場が

重く交通不便等の悪条件にもかかわらず、入場者は相当多

く、出場馬と興味ある番組により観衆を熱狂させ、予期以上の

成績であったといいます（「日本競馬史」第 3巻）。 

その後、7 月に 4 日間、12 月に 3 日間開催したのを最後に

板橋競馬場はわずか 1年足らずで役目を終えました。 

明治 43（1910）年、政府の方針で東京近辺の 4 競馬会（池

上、目黒、板橋、川崎）は整理統合され、同年 5 月に東京競馬

倶楽部を設立し、唯一の馬場を目黒（後に府中に移転）に定め

ました。…以上荒木氏の記事から。 

図 1 の地図が発行された明治 45 年、板橋競馬場は統合さ

れた後で、その跡地が残されていました。明治 45 年 7 月 30

日、時代は大正に変わりました。 

大正元年、養育院板橋分院（現 都立板橋看護専門学校）

の敷地の取得が決まりました。分院敷地の北東寄りは、板橋

競馬場のトラックがカーブしながら崖上から傾斜面を下りてい

た部分でした。分院も競馬場の跡地を利用していました。 

 

板橋競馬場の跡地は、分院のほか、東上鉄道（現 東武東

上線 大正 3 年開通）、愛光舎牧場（大正 2 年 巣鴨より移

転）、豊島病院（大正 7 年 現板橋第一小学校の近くから移

転）、養育院本院（大正 12 年 大塚から移転）など、公私の大

規模施設の開設・移転先に活用されました。現在は介護・医

療・教育施設の一大集積地に発展しています。 

 

図 3 都新聞 明治 40年 8月 31日版 

 「久保田遺跡」から 

図 4 板橋競馬場勝馬投票券 「馬の博物館」所蔵 

同展図録には同館学芸員齊藤千秋氏が板橋競

馬場の誕生と終わりを詳しく語られています。 

 

なお、板橋競馬場

については、板橋区

立郷土資料館の特別

展「板橋と馬」にて勝

馬投票券（図 4）の実

物が展示されていま

す（平成 26 年 1 月 25

日～3月 23日）。 



 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

  

 

  

櫻園通信 9．平成 26年 2月 
東京都健康長寿医療センター 

養育院・渋沢記念コーナー 

連絡先：老年学情報センター 

140年にわたる養育院の歴史の中で、60年史・70年史・80年

史・100年史・120年史が編まれている。 

 

60年史は昭和 8年発行。渋沢栄一生前に発行が目指された

が、間に合わなかった。大部で、よく基礎資料が上げられてい

る。関東大震災で、渋沢栄一が集めた元の資料が失われてお

り、以後の養育院史のはじめの頃の記載は、おおむね本書によ

る。難は、渋沢死亡直後の出版であり、渋沢色が強い。 

 

昭和 18年発行の 70年史は、60年史以降の記載が主である

が、冒頭の 60 年史の概略の中で、江戸期の社会福祉史を引き

継ぐものとしての位置づけが明快で、七分積金の使い方を、大

久保一翁知事が心配して、救貧策を営繕会議所に諮問し、三

策の答申を得、その実現、養育院建設に動いている様が記載さ

れている。その部分の原文を以下に示す。（稲松孝思） 

  

 

養育院史 

東京府知事 

大久保一翁 
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